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要　約

　 日本 に定住す る外国人は 2007 年末に は 総人口 の 1．69 ％ と，日本 で は か つ て ない 外国人の 増加

に伴 う様々 な課題や問題が 起 き，多文化共 生 は行政の 大 きな課題 とな っ て き て い る。
一

方ICT

の 発展 は著 し く， 行政 の 電子化が 本格 的 に進 め られ よ うとして い る 中 ，
互CT が 多文化共生 に ど

の ように 活用 で き る か と い う検討 は ほ とん ど行わ れ て い な い
。 既 に多 くの 行政の Web サ イ トで

は
、 外国 人 向け の 外国語 ペ ージ が 見 られ るが ， そ れ が 定住す る外国人 支援 か ら見て ど の よ うな

内容で ある か の 検証はほ とん ど され て い な い 。定住 す る外国人 に と っ て こ れ らの 行政 Web サ イ

トが 有効 に 活用 され，行政 サ
ービ ス を受 けやす くす る こ とは

， 多文化共 生 に と っ て 重要 な課題

だ と考 え られ る 。 本稿で は都道府 県の Web サ イ トに見 られ る外国人 向 け の ペ ージ に っ い て 調 査

し、そ の 内容 とユ
ーザ ビ リテ ィ に つ い て簡単 な評価 を試み 、ICT が多文化共生 に どの よ うに 活

用 す る こ とが で きるか 、その 可能性 に つ い て 考察 した。そ の 結果，都道府県Web サイ トで 外国

人支援 と して 有効 と考 え られ る項 目を抽 出す る こ とが で きた 。 ま た こ れ ら の 項 目 を用 い た ユ ー

ザビ リテ ィ 評価 で は，外国人支援 と して 高 い 評価 を得 る都県 と低 い 評価 とな っ た都県の 大 き く

2 つ の グル
ープに分 け られ ， そ の 取 り組み に差が あ る こ とが わ か っ た 。
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Abstract

 The  foreign population  settling  down  in Japan  had  reached  1.6996 of  the  total

population as  of  2007.  Along with  this unprecedented  increase in foreign population,

Japan  is now  facing new  difficulties and  problems. Multicultural coexistence  has become

one  of  the biggest issues for Japan's public administration.

 Meanwhile,  ICT  has been  developing  drastically and  most  public administrations  are

now  trying to computerize  their services.  Yet not  many  discussions on  how  to apply  ICT

to multicultural  coexistence  have  been  done.  And  even  though  many  public

administrations  have already  established  websites  in different languages for foreign

people, there  are  only  a few studies  on  the  eontents  of  those  websites  from  the point of

view  of  the people who  use  them.  To  have  easier  access  to administrative  services

through  effective  utilization  of  public administration  websites  can  be  considered  one  of

the important issues for multicultura]  coexistence.  In this research,  we  have  investigated

websites  of  prefectura] governments in different languages  and  set  brief evaluation  criteria

on  their  contents  and  usability.  Through  these  evaLuations,  we  have  considered  the

possibility of  how  to apply  ICT  to multicultural  coexistence  and  its future expectations.  As

a result,  we  extracted  some  lactors which  can  be considered  usefu1  for foreign people  on

prefectural government  websites.  Usability evaluation  by using  these factors shows  that

these  prefectures can  be  divided into 2 groups, one  with  high scores  and  the other  with

low. This means  that level of  effort  towards  multicultural  coexistence  varies  from

prefecture to prefecture.
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学術論文
一
外国人支援 か ら見 た 地方自治体 の Web サ イ ト ー

多文化共 生 と［CT 一

1．研究の 背景 ・目的 ・方法

　日本 に ビ ジネ ス や 観 光 で 来 日す る 外 国人 は

2006 年 に は 730 万人 を越 え年々 増 加 し て い る が ，

それ 以 上 に 日本で 新 た に 定住 し は じ め て い る外

国籍の 人 々 （以下
「
外国人 」

C＃ ．1））の 増加が 著 し

い ．2007 年末 に は外国人登録者数 が 全人 口 の 約

L69 ％ に な り， 日本 の 少子高齢化 と相 ま っ て さ

らなる増加が 予測 され て い る 。 こ の数字は 欧米

諸 外国 に 比 して 決 して 高 い と は 言 えない が ，今

後 日本 の 労働 力不足 を反 映 す る形 で ま す ま す の

上昇が 予想 され る。現実 に 地 域 に よっ て は すで

に多 くの 外国人が 新た な市 民 と し て 定住 し は じ

め
， 特 に 集 住地域 と呼 ばれ る地域 （例 え ば

， 群

馬 県大 泉町 で 16．3％ ， 東京 新宿区で ほぼ 10 ％ な

ど） で は 非 常 に 多 くの 外国 人が 定 住 して お り，

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ に さ ま ざ まな影 響を 与 え は じ

め て い る 。
こ の よ うな地域 で は ，定住化 しは じ

め た 外 国人 と い か に 共 生 す る の か が 緊急の 課題

とな っ て お り， 様 々 な取 り組 み や研究 が 始 まっ

て い る 。

　
一方 ， 情報化 は 日 々 進化 してお りそ の 情報化 に

伴 う技術 開発 も と ど ま る と こ ろ を知 らず，情報

通信技術 （以下
「ICT 」） の メ リ ッ ト

， デメ リ ッ

トに つ い て だ け で な く，ICT の 社会的意義に っ い

て 多 くの 議論 ， 研究が 行われて い る。

　こ の よ うな状況の 中，多文化共生 に 関わ る様々

な課題，問題 に 対 して ， ソ リ ュ
ーシ ョ ン の ツ

ー

ル と して の ICT が どの よ うに 関わ っ て い る の か と

い う議論 ， 研 究 は ほ とん ど行 わ れ て い な い の が

現状で あ る。

　そ こ で 本稿で は
， 多文化共生 の もっ 様々 な課題 ，

問題 の ソ リ ュ
ーシ ョ ン の ツ ール と して の ICT の 持

つ 可能性 に つ い て ，外国人支援 の 視点 か ら行政

Web サ イ トを眺め，多文化共生 に対 するICTの 可

能性 と今後の 課題 に つ い て考察 す る こ とを 目 的

とする。

　方 法 と して は ，外国人 が地 域に定住す る際に ま

ず見 る こ とを想定 し， 行政 の Web サ イ ト， 特 に

各都道府県 の Web サ イ トで の 外 国人 向 けの ペ ー

ジ に つ い て
， 外国人支 援の 視 点か らど の よ うな

工 夫が され て い るか を調査 し，あわ せ て 文献調

査 を行 う こ と で ，
Web サ イ ト上 で外 国人 に と っ

て 必 要 と考 え られ る項 目を抽 出 ・分類 す る 。 ま

た ， こ れ ら の 抽 出 した 項 目を用 い ，外 国人支援

の 具 体的 な方策 を考 え る上 で の 指標 の
一

つ と し

て ，各都道府県の Web サ イ トの 外国人支 援に つ

い て の ユ
ーザ ビ リテ ィ評価 を試み る。

2 ．多文 化共生の現状

2 ． 1　 多文化共生 と は

　従来 ， 国や地 方 で の 海外の 国々 との 交流は 国際

交流 ，国 際協 力 とい う概 念 で 表 され て きた。 こ

れ ら の 概 念 「外 な る 国際化 」 に 対 し，近 年 は定

住す る外 国人 との共生 に っ い て
「内な る国際化 」

と して 「多文 化共生 」 とい う言 葉が 使用 され る

よ うにな っ た 。 こ の
「
多文化共 生 」 と い う言 葉

か ら，定住 す る外 国人 の 増加 に伴 う国の 様 々 な

施策 の 方 向性 が うか が え る 、 即 ち ， こ れ ら の 外

国人 をマ イ ノ リテ ィ と して 同化 した り統 合す る

の で は な く， 「共 生 」 して い こ う とい う方 向性で

あ る。多文化 共生 の 定 義 に は 様々 あ る が
， 山脇

（2002 ）に よ る と多文化共 生 社会 とは，文 化的 に

異質 な集 団に 属す る人 々 が ，互 い の 文化 的ちが

い を認め，対等な関係 を築 こ う と しなが ら， と

もに 生 きて い く社会 を指す 。

近年 「移民 」 とい う言葉 も使用 され るよ うにな

っ て きて お り，
2008 年 に 「

移 民 政策 学会 」 が 設

立 され るな ど，定住 す る外 国人の 増 加が 社 会 に

様々 な影 響 を与 えて い る こ と は 明 ら か で あ る 。

こ の 多 文 化共 生 に 関 す る 議論 ，研 究 は ，社会 ，

政治 ・経済 の 分野だ けで な く， 日本語教 育，労

働問題 な ど多 くの 分野 で 現 在進行形 で 進 め られ

て い る と こ ろで ある 。

2　 2　 多文化共生 へ の 行政 の 取 り組み

　日本で
「多文化共生」 とい う考 え方の きっ か け
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とな っ た の は， 1990年 の 入 国管理 法 の 改正 に よ

り， 日系二 世，三 世 とそ の 家族 の 滞在が 認め ら

れ ， ブラ ジ ル 人居 住者 の ニ ュ
ーカ マ

ーが 急増 し

は じめ た こ と に 始 ま る と言 わ れ て い る 。
ニ ュ

ー

カ マ ー とい うの は ，歴史 的経 緯 を背景 に 日本 に

移住 して きた
「
在 日外国人 」 に 対 して 1970 年代

以降に 日本 に や っ て き た人た ちの こ とを指す 。

　多文化共生 に 関す る地方 自治体の 取 り組み に 関

して は ，外国人居住 者が急激 に 増加 した地域 が

先行 して い る。国が 多文化共生 に具体的な対策

をた て る以前 に ，地域で は 様々 な問題が発 生 し ，

早急 な対策 が 求め られ た た め で あ る 。 2001年 に

は浜松 市で
「第 1回外国人集住都市会議 」 が 開催

され た 。
こ れ は外国人の 多 く住 む地域 （集住地

域）が 集 ま っ て 開催 し た 会議 で ある が
，

2001 年

以 降参加都市数を増 や しな が ら毎年開催 され ，

2007 年 4 月現在 で参 加都市 は 25 市 （太田市 ， 大

泉町，上 田 市，飯 田 市，大垣 市，美濃 加 茂市 な

ど） に 達 し ， 積極 的 に 国 に 対す る提言 や 申 し入

れ を行 っ て い る。

　国が 多文化共生 と い う語彙を全面的に使 い 始め

る こ と に な っ た き っ か け とな っ た の で は ない か

と考 え られ る の が ， 経団連 2004年の
「
外国人 受

け入 れ問題 に 関す る提 言 」 で あ る が ，経 団連 は

こ の 中で 「多文化共生 庁」 （仮称〉の 設立 に っ い て

も提 言 し て い る
。 総務省 は 2006 年 に 多文化共生

の 推進 プ ロ グラ ム の 提 言 を行 い ，経済財 政諮 問

会議 は 「生 活者 と して の 外 国人 に 対 す る総合 的

対応策」 を 打ち出す な ど，各省庁で 多文化共生

に 対 する施策が発表 されて い る。

2 ． 3　情報化 と多文化共生

　行政 の 情報化 に つ い て は ，2000 年 に 地方分権

一
括法 が 施行 され て 以 来 ， 自治 体 は 住 民 の ニ ー

ズ に 迅速 か っ 的確 に 対応す る こ とが 求め られ ，

そ の た め の 情報化 が 進め られて お り，
2008 年版

情報 通信 白書 は 地域 の 情報化 に よ る 地 域 活性化

に触れ て い る 。 こ こ で は ICT が地域 に 果た す役割

に つ い て
「地 域が 有す る強 み の 発揮 と弱み の 克

服 を可能 と し，ひ い て は ，住 民福祉 の 向上 や地

域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 維持再生 に っ なが る と期待 さ

れ る。」 （総務省 2008
， p．17） とし， 全国の 市 区

町村 の ICTシ ス テ ム の 活用 状況 に つ い て 調査結果

を報 告 して い る。 また
，

ユ ニ バ ー
サ ル デザ イ ン

政策大綱 （2005 ）に沿 い ，地方 自治体で は，行

政 Web サ イ ト上 で も障害者 ， 高齢者 ， 外 国人 な

ど の 多様な住 民 に 配 慮 した取 り組み が 活発化 し

て い る。 こ の ように ICT は様 々 な問題の 解 決 ツ
ー

ル と して 期待され て い る。

　しか し ， 多文化共生で は ， 労働 ， 教育 ， 医療 な

ど多 く の 場 面で こ れ ま で 日本 が 経験 した こ と の

な い 多 くの 課題 が 発 現 して い るが ， こ の よ うな

課題解決の 手段 として 具体的に ICTが どの ように

活用 で き る か と い うこ と に っ い て の 議論 は ほ と

ん ど な され て い な い 。そ こ で 次 章で は 数 少 な い

ICT 活用例 の
一

つ と思われ る電 子行政サ
ービ ス に

つ い て 外国 人 支援 と し て ど の よ うな取 り組 みが

行 われ て い るか に つ い て述 べ る。

3 ．電子 行政 と外国人支援

3 ． 1　 電 子 行政 サ
ービス と多文化共生

　2001 年 の IT基本法 に 基づ く電子政府推進体制

の も と ， 電子行政サ
ービ ス が 進め られ て い る 。

　2008 年 3月 ， 内閣官房 は
， 簡 素で 便利，効率的

な行政 サ
ー ビ ス を実現 す るた め に 「次世代 電子

行政サ ービ ス 基盤 な ど検討 プ ロ ジ ェ ク トチ ーム 」

を設 け，実現 の た め の標 準モ デル 策定 の 検 討 に

入 っ た 。 こ れ に よ り，国 と地方 の 枠 を超 えた 電

子行政 窓 ロ サ
ービ ス を 目指 した 自治体連携 や民

間 手続 き との 連 携 な どをは か り，統
一

化 され た

申請様式な ど を決め ワ ン ス ト ッ プの 次世代 サ
ー

ビ ス 基 盤 構築 を促進 す る と し て い る 。 こ れ は 即

ち行政 サ
ー ビ ス の 電子化 が 本格 的 に 次世代 に 入

ろう と して い る こ とを 意味 し， こ の 行政 サ
ー ビ

ス の 電子化に伴 う恩 恵 を外国 人が 受 け られ な い

こ との な い よ うに す る こ と も多文化共 生 に お い

て 欠か せ な い 課題の
一

つ とな る こ とが 予想 され
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外国人支援か ら見 た地方自治体 の Web サ イ ト ー多文化共生 とICT 一

る。

3． 2　都道府県行政 Web サ イ トの 多言語化

　さ て ，地 方 自治体の 多文化共生 へ の 取 り組 み と

して の ICT 支援の 現状 は どうで あろ うか 。既 に 各

都道府 県な ど多 くの地 方 自治体 の Web サ イ トに

は 英語 ， 中国語 ， 韓 国語 （朝鮮語）な どの 多言

語 に よ る ペ ージが 用 意 さ れ て い る 。 こ れ ら の 外

国語の ペ ージは企業 誘致の た め の 地域 の 紹 介や

観 光案 内向 け と し て の 意識 で 作 られて い るこ と

も考 え られ るが ，地 域 に 暮 らす外国 人 に 対 して

の 便宜 を図 るた め の もの と捉 える こ とも で き る 。

しか し ， 実 際 に こ れ らの Web サ イ トの 多言語 ペ

ージ の 実効性に っ い て は あま り検 証 され て い な

い
ロ

　した が っ て ， Web サ イ トの 多言語化の た め の

指針 な い し は
， 実効性評価 の た め の 枠 組み が必

要で あ ろ う。

3 ． 3　地 方 自治体で の 多文化共生 とICT

　こ うした取 り組み と して ，2005年6月に総務省

の 「多 文化 共生 の 推進 に 関す る研 究会 」 が 発足

したが ， こ れ に 先立ち，2005年 3月 に自治体 国際

化協会 （CLAIR ）は地 方 自治体 に お ける多文化

共生 の 取 り組 み に つ い て 各 自治体や 国際交流協

会 に 対 して ア ン ケ
ー

ト調査 を実施 し 「多文化 共

生 社会 に 向 け た 調 査 報 告書 」 を ま とめ た 。 こ の

中で 実 際 の 多文化共 生社 会 に 向 けて ，生 活 関連

外国語ホ
ーム ペ ージ の 作成 （豊 田市），FM 外国

語放送 の 実施 （福 岡 県 国際 交流 セ ン ター） な ど

ICTに関す る取 組事例，新た な 課題な どに っ い て

も報 告 されて い る 。 こ の
「
多文化共 生 の推 進 に

関す る研究会 」 は 2006 年 3月に ，地域 に お ける外

国人住 民の 支援施 策 に つ い て
「多文化共 生 推進

プ ロ グラ ム 」 の 提言 と し て 報告書 を ま とめ て い

る （表 1
， 以下 「総務省報告書 」）。 こ の 推進 プ

ロ グ ラ ム に は （1）コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 支援 （2＞生

活支援 （3）多文化共生 の 地 域づ く り （4）多文化共

生 施策 の 推進体制の 整備 の 4 つ の 大 きな柱 が 立 て

られ ，そ の 推進体制 として 地域 ， 国 ， 企 業の そ

れ ぞ れ に つ い て 取 り組 む ぺ き方針 に つ い て 述べ

て い る。（1）コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 支援の 1＞地域 に

お ける情報 の 多言語化 に は 生 活情報 の 提 供や生

活情報の た め の 窓 口 の 整備 な ど に つ い て ，多様

な言 語 ・多様 な メ デ ィ ア に よる情報提供 を行 う

と して い る。 こ の 多様 な メ デ ィ ア に よ る情報提

供 として は，紙媒体だけ で な く，
イ ン ターネ ッ

トや 携帯電話 の 活用 も有効 で あ る と して お り，

行政 Web ペ ージ で の 情報の 提供 に も期 待 されて

い る と い え る 。

表 1 多文化共生推進 プ ロ グラム

　　　　　　　　（総務省2006より作成）

鰈 内容

D地域 にお け る情報の 多言語化（D コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン 支援 2旧 本 語 ・日本社会学習支援

（2）生活支援 1）居住

2）教育

3）労働環境

4）医療 ・保健 ・福祉

5｝防 災

6）そ の 他

1）地域社会に対する意識啓発（3）多文 化 共生 の

地域づ くり 2）外国人住民 の自立 と社会参画

D地方自治体の 体制整備  多文化共生施

策 の 推進体制 の

聾

2）地域 における各主体の 役害吩 担と運

携 ・協働

　こ の 中で 多言 語情報 に つ い て 汎 用性 の あ る ソ

フ トや プ ロ グラ ム の 開発の 重要性 な どICT の 活用

に つ い て も触 れ て い るが 具体 的 な施策 や方法 に

は 言及 して い な い 。

3 ． 4　日本 に い る外国人の ICT環境 に つ い て

他方 こ れ らの 電子行政 サ ービ ス の 推進に あた っ

て ，ICTが 地域の 多文化共生 に どの ような機能 を

果た す か とい うこ とを考 え るた め に は外国人居
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住 者の ICT 環境 の 保有状況や使用 状 況 な どの 現 況

調査が 必須 で あ る。す なわち ，
Web 上で 行政サ

ービ ス が行 わ れ て も ， 外国人 が パ ソ コ ン な ど の

ツ ール を使用 で き る環 境 に な けれ ば行政 サ
ー ビ

ス の 電子化 自体意 味 を な さ な い か らで ある。 日

本 人 を対象 と し た ICT 環境に つ い て の 調査 は情報

通 信 白書 を は じめ数 多 く行 わ れ報 告 され て い る

が，外 国人居住者 の ICT環 境に つ い て の 実態調 査

は極め て 少な く，2005年 の KDDI 総研 の
「在 日外

国人 IT 利用状況調査 」 が 見 られ る程度で あ る。

こ の 調査 は 街頭 で 外 国人が 多 く集 ま る場所 で の

ア ン ケ
ー

ト調 査 （回 答数 519名）を行 っ た も の で

あ る。回答者 の 国籍が 中国20 ．0％，韓国 19．7％ ，

フ ィ リ ピ ン 15．0％ ， 中南米 12 力 国 19．8％，タイ

10．6 ％ で あ っ た が
，

2005 年の 外国人 登 録者数 の

集計 で は 中国 25．8％ ，韓国29 ．8％ ，フ ィ リピ ン

10．1％，ブラ ジ ル とペ ル ー
が 合わせ て 17．9 ％ で

あ っ た こ と と比 較 し て ，大 き く違 わ な い と言 え

る。 こ の 調査で は 在 日外 国人 の 62 ％が パ ソ コ ン

を所 有 し，72．1％ が 携帯電 話 を所 有 して い る と

答 えて い る 。 また回答者 の 72．8％が イ ン タ
ー

ネ

ッ トを利用 し て お り，特 に 中南米 ，中国，韓 国

の イ ン タ
ー

ネ ッ ト利 用 率 は そ れ ぞ れ 82 ．5％ ，

78．4 ％ ，77．5 ％ と非 常に 高 く，同 じ2005 年 の 囗

本人 の デ
ー

タが 60 ．6 ％ （通信利用 動向調査 ・総

務 省，2005 ） と い う結果 よ りも高 い こ とに なる 。

また ， 携帯 電話 の 普及率が 高 い こ とか ら携帯電

話 で の イ ン ターネ ッ ト利用 も考 え られた が ， こ

の 時点 で は イ ン タ
ー

ネ ッ ト利用者の 78．7％が パ

ソ コ ン を主 に 利用 して い る こ とが わか っ て い る。

図 1 に示 した よ うに 日本人 の 場合，イ ン タ
ー

ネ

ッ ト利用 は パ ソ コ ン 79 ．7 ％ と外 国人 とほぼ 同 じ

な の に 対 し携帯 電話 ・PHS 等 か ら の イ ン タ ーネ

ッ ト利用 が 58 ．0％ あ り， 外国 人 で は 13．6 ％ しか

な い と こ ろ が 凵本人 と大 き く異な る 点 で あ る と

述 べ て い る。

自宅 ・友 人 の パ ソコ ン

　 　 　 　 携帯

　 　 　 　 職場

　 公共 施設 ・カフエ

．． ．．
…診 n訓

暑．
躑

0 　　　20 　　　40 　　　60 　　　80 　　100 　％

図 1　 外国人の ICTの使用状況

　 （2005 年KDDI 総研 の 調査よ り作成）

　 こ の 調査で は 回答者 の 年齢層が 若か っ た こ とも

影響 して い る こ とが 考 え られ る と して も，在 日

外国人の 多 くが ICT を使 う環境 に い る こ とが わか

っ た 。 しか し ， こ の 調 査 以 降， 日本 に い る外国

人 の ICT環境 に つ い て特化 した調査 は見あた らな

い の が 現 状 で あ り，今後 の 調査 が 待た れ る と こ

ろ で あ る e

　 こ こ で 再 び，地方 自治体の Web サ イ トの 現状

に 立 ち戻 ろ う。電子行政 が 進 め られ よ うと し て

い る地 方 自治体 に お い て そ の Web サ イ トで ど の

よ うな外国人支援 が み られ るの か に つ い て の 調

査 を行 っ た。

4 ．地方 自治体の Web サ イ トで の 外国人支援

4，1　 地方自治体のWebサイトに見る外国人支援のための項目

　地方 自治体 の 外国語版 の ホ ーム ペ ージ に つ い て

の 調 査 は 朴（2007 ）が 千葉市の ホ
ー

ム ペ
ー

ジ を取

り上 げ，ア ン ケ ー ト調 査 を行 っ た報告 な どが 散

見 され る だ けで あ る。 こ の 中で 朴は長期滞在者

の た め に は ル ビ つ き 日本語が ， 短期滞在者 の た

め に は各国語版 の ホ ー ム ペ ージ を提 供 す る必 要

が ある こ とな どを述 べ て い る 。

　定住 す る外国人が 必要 とす る情報 と は どの よう

な も の で
，

ど の よ うな形 で 提示 され て い る必 要

が あ る の か 。改 め て 多面的調査 を企 て る こ と と

した 。すなわ ち ， 本稿 で は 総務 省報 告書 の 指針

（表 1 ）を 手が か りに 文献 を 調査 し，都 道府県 の
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学術論文
一

外国人支援か ら見 た地方自治体 の Web サ イ ト ー
多文 化共生 とICT

Web サ イ トに お い て 外国人支援の た め に役立 つ

と考 え られ る項 目を抽出 し，分 類 を行 っ た。 ま

ず外国人 に対 す る言 語的 な支援 が ど の よ うに 行

わ れ て い る か に っ い て 調 べ た 。

4 ． 2　 都道府県行政 Web ペ ージの 言語的支援

　定住 す る外 国人 に と っ て 困難な こ と と し て ま

ず考 え られ る の は
， 言語 的 な バ リ ア が 大 き い こ

とで あ る。表 1 で 示 した総務省 報告書 の （1）の 1）

で 挙げ られ て い る地域 に お け る情報 の 多言語 化

に 対応 す るた め に も外国語 の ペ ー
ジ は必須 だ と

言え る。多 言語多 文字 の ソ フ ト開発，機械翻 訳

ソ フ トの 開発 な どICTの 技術的な研 究 は か な り進

ん で い るが ， 都道府 県の Web サ イ ト に は ど の よ

うに 反映 されて い る の で あ ろ うか
。

　本稿 で は 都道府 県の Web サ イ ト で の 外国 語 ペ

ージ に つ い て 2008 年 6 月時点 で 調査 を行 っ た 。

結果を表 2 に 示 す 。今回調査 した 47都道府県の

ホ ーム ペ ージ全 て に 英語の ペ ージ が あ っ た 。こ

の ほ か ベ トナ ム 語 ，イ ン ドネシ ア 語， タイ 語 ，

フ ラ ン ス 語，イ タ リア語， ドイ ッ 語が 各 1 県ず

つ 見 られ た 。 外国 語数 の カ ウ ン トは ， ト ッ プ ペ

ージ に バ ナ
ーが あ る言 語 だ け で な く ，

Foreign

Language と し て 入 っ た ペ ージ に 各 国語が あれ

ば ， そ れ もカ ウ ン トした 。 また ， ト ッ プペ ージ

か ら直接国 際交流協会 の よ うな外 郭団体 に リ ン

ク が あ り， そ の 中 に pdf で 「生活 の 手 引 き」 の よ

うな コ ン テ ン ツ が 用 意 され て い る場合 ，そ れ も

カ ウ ン トした。例 え ば 神奈川 県で は， ト ッ プ ペ

ージ に は英 語 しか な い が 全体 と し て 10 力国語 の

外 国語で情報が 得 られ る 。

　外国人登録者の 国別比率は各都道府 県で 異な る

が ， 全 国の 比率 をみ る と中国 28 ．2％ ，韓国 ・朝

鮮 が 27．6％ ，ブ ラ ジ ル 14．7％
，

フ ィ リ ピ ン 9．4％
，

ペ ル
ー2．8％

， ア メ リ カ 合衆国 2．4％ ，タ イ 1．9％，

ベ トナ ム 1．7％，イ ン ドネ シ ア 1．2％ と続 く（2007

年 12月）。 イ ン タ ーネ ッ ト ビの 言語 の 68％が 英語

と言われて い る （総務省 2003）こ とを考 えれ ば ，

共 通語 と し て の 英語が どの ホ ーム ペ ージ に も見

られ る の は 当然で あ ろ う。 しか し ， 外国 人登録

者 が 3 位で あ る ブ ラジ ル の ポ ル トガ ル 語 に 関 し

て は 地域 差が 出て い る 。
こ れ は 集住地域 で ブ ラ

ジ ル 国籍 の 人 々 が 増加 して い る こ とを反 映 し て

お り， ブ ラ ジ ル 国籍 の 外国 人 が 多 い 愛 知 県，静

岡県 な ど 16 の 県 に 見 られ た 。 また ，外国 人 向 け

の 日本 語 ペ ージ を 用 意 し て い る Web サ イ トも

31．9％見 られ た。 こ の
一

見不思議な傾向が意味す

る も の は 何 な の か 。 こ の点 に つ い て 立 ち 入 っ て

み よ う。

表 2　都道府県Web サイ トに見 られ る外国語

言語 都道府県数 （％ ）

英語 47 （100．O）

中国語 （簡体字） 39 （83．O）

中国語 （繁体字） 5（10．6）

韓国語 （朝鮮語） 38 （80．9）

ポル トガル語 16 （34．0）

ス ペ イン語 11 （23．4）

ロ シア語 8（17．0）

タガ ロ グ語 3 （6，4）

日本語 （外国人向け） 「 5（31．9）

4．2，1　外国人向けの日本語のペ
ージの必要性とルビつ け機能

　総務省報告書 に よ る と地 域 に お ける情報 の 多

言 語化 の 中で 「各地 方 自治体 の 外国人 住 民 の 構

成 を勘 案 し ， 適 切な言語 に 寄 る対応 を行 う必 要

が あ る。また ，ふ りが な を ふ る，理 解 しや す い

表 現 に 置き換 え るな ど ， 日本語 で の 表記 に つ い

て も多様 な 住民 の 存在 に 配慮 した 工 夫 が 求 め ら

れ る。」 とある。朴の 調査で も83．7％ の 外国人が

ひ らが なや カ タカナが 読 め る こ と，77．5％ の 外

国人が 漢 字が 読 め る こ とな どか ら，や さ し い 日

本 語で あれ ば ， 理解で きる こ とが わか っ た ．。 こ

の こ とか ら 凵本人 向け の Web サ イ トに ル ビ つ け

機能を つ け る こ と も外国 人支援 と して あ る意 味
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有効 で あ る と言 え る、 もちろ ん ，こ の ペ ージ に

は ル ビが つ い て い るこ と，機械翻 訳 な どの 使 用

を 意識 した構造的 に簡単な 日本語 を使用 す る こ

とな どが望 ま しい とい える。

　しか し 日本 人 と外国人 で は必 要な情報が 自ず と

異な る た め
， 日本人 向 けの ペ ージ に 単純 に ル ビ

や 翻 訳機 能 が つ くだ け で は 充分 と は言 え な い
。

日本人 と外国人で 必要な情報 が 異な る例 として ，

小学校の 就学 に つ い て 考え み る と，日本人 向け

の 都 道府県の Web サ イ トに は 小学校 の 入 学手続

き に関す る案内は特 に な い の が 普通 で あ る 。 日

本 国籍 が あれ ば ， 学齢期 に な る と市町 村単位 で

自動 的 に手続 きが 進 め られ る た め で あ る。 しか

し外 国人 の 子女 に と っ て は 教育を 受 け る権利 は

あ っ て も義務は な い た め ，自動 的に 手続 き が 進

め られ る こ とは な い こ とか ら，教 育シ ス テ ム そ

の もの に つ い て の 情報 が全 て 必要 とな っ て くる

の で あ る 。

　それ で は，外国人支援 と して ル ビ っ け機能，翻

訳機能だ け で 充分 で あ ろ うか 。
一

般 に ユ
ー
ザ ビ

リテ ィ 評価 な どで 見 られ る評価 項 目で は
， 目的

指 向性 ，検索 の 重 要性， 自分の 位置 を 知 る こ と

が 重要だ と言われ て い る旧 経 BP コ ン サ ル テ ィ ン

グ，2007 ）。 これ を外 国人 ユ ーザ の 視 点か らみ る

と，外国人 向けに 必 要だ と思 わ れ るICT の 機能 と

して は
， 外国語 の ペ ージ 内で 外国語 に よ る 検 索

が で き る こ と，Web サ イ トの 内容 が
一覧で き る

外国語 で の サ イ トマ ッ プ （簡 単 な 日本 語 ペ ージ

も含 む）な どで あ る と考え られ る 。

　以上の こ とか ら外国人向けの ペ ージ に は ，外国

人の 必要 とす る 情報 の あ る ，外国人 の た め の 日

本語 の ペ ー
ジ ， 特 に簡 単 な 日本語 の ペ ージも必

要 とな る。また
，

こ の ほか ，外国人 が 必要 とす

る情報 は滞在 期間 や 家族構成 ， 来 日 の 目的 な ど

様々 な条件 に よ っ て 異 なる こ とが 予想 され る の

で あ る 。次 に 進 ん で ，外国 人が 必要 とす る情報

とは何か に つ い て考 えて み よう。

4 ． 3　 外国人が必要 とす る情報 コ ン テ ン ツ等

行政 Web ペ ージ の 外 国語 ペ ージに ある情報 を

大 き く分 類す る と  当該都道 府 県に つ い て の 地

勢 ， 産業 な ど の
一般 情報 ，   名所 1日跡 や 名産 品

な ど の 観 光情報 ，  生 活情報 に 分 ける こ とが で

き る 。   の 都道府 県の
一

般情報 と  観光情報 に

関 し て は 量 的 な差 は あ る も の の 全 て の 都道府県

の Web サ イ トに見 られ た。特 に   の 観光情報 は

Japan　guide （http：／／www ．japan−guide ．com ／）

の よ うな外国人 向 け に 日本 の 旅行情報な どを提

供 す る民間 の 英語サ イ トや，日本漫遊 （http ：〃

www ．e−japannavi．com ／）の よ うな中国語サ イ ト

な ど，各国語版 の 外 国人 向けWeb サ イ トが充実

して お り，
2007 年の ジ ャ パ ン ガ イ ド国内総代理

店 「エ ク ス ポ ー ト ジ ャ パ ン 」 の 調査 に よ る と海

外か ら の 月間ア ク セ ス は 500 万件を超 え て い る と

い う （朝 日新 聞 ，
2008 ）。つ ま りあえて行 政 の

Web に ア ク セ ス しな くて も得 られ る情 報 で あ る

と言える。

　総務省報告書で も （2 ）生活支援 として 「外国

人 住民が 地域 に お い て 安心 して 生活 を送 る こ と

が で き る 」 よ うに支援 す る こ とが 求 め られ て い

る こ とか ら ，
こ こ で は 外国人 に と っ て必要 な 

の 生 活情報 に 着 目した 。

財団 法人 自治体 国際化協会 （CLAIR ）の Web

サ イ トに 見 られ る 多 言語生 活情報の ペ ージ に は

17項 目 に わた っ て
一

般 的な生活情報 が 英語 ，中

国語 ，韓国語 ，ス ペ イ ン 語，ポル トガ ル 語，タ

ガ ロ グ語 ， そ れ と外国 人 向 け 日本語 の 7力 国語

（2008 年 6月現在 ）で 掲載 され て い て ， 他 に ドイ

ツ語 ，
ベ トナ ム 語 ， フ ラ ン ス 語， ロ シ ア 語 ，タ

イ語 な ど に 関 して も何 らか の 情報が 入 手 で き る

よ うに な っ て お り，
3 県が 直接 リ ン ク を張 っ て

い る 。外国 人 登録者 数の 人 口 に 対す る比率 の 最

も高 い 東京都 の Web サイ トの 外国人 ペ ージで 見

られ る生 活情報の 項 目 に つ い て CLAIR の もの と

比 較 した が ， 日本 に 住 む と き の 諸 手続，仕 事や

結 婚，教育 ，税金 ，緊急時 の 対応 な どほ ぼ 同様

の 項目設定で あっ た。
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　東京都に は 「転ばぬ先の 知恵」 と い う情報が ペ

ー
ジ の 冒頭 に 出て くるが ， こ こ に は 振 り込 め 詐

欺 な どの 犯罪 や交通事 故に 巻 き込 まれ な い た め

の 注 意 事項が 示 され て い る 。
こ の よ うな緊急 時

の 対応 に つ い て も重要 で あ る と考 え られ る。

　外国 人 が 地 方 自治体 Web サ イ トに 希望 す る コ

ン テ ン ツ に 関 して は 前 述の 朴（2007 ）の ア ン ケ ー

ト調査 を参考 にす る と， 1位が 緊急避難場所や ，

救急診療 な ど緊急事態 へ の 対応， 2 位 が 外 国人

登録や在 留手続 きな ど の 在 留手続 き， 3 位 が 外

国 人 支援 や 雇用 に 関す るビ ジネ ス 情報 ，
4 位 が

寮や ホ ーム ス テ イ ，専門 学校 な ど の 留学 情報 ，

5 位が 医療 ， 住宅 ， 教育 ， 交通 ， 転 入 ・転 出な

どの 生 活ガ イ ド，6位 が 観光 ・文化 ， 7位 が コ ミ

ュ ニ ケー
シ ョ ン ，8位が 千葉市情報 とな っ て い る。

Web サ イ トで は な い が，労働者の 視点か ら書

か れ た ハ ン ドブ ッ ク で あ る
『ニ ュ

ーカ マ
ー定 住

ハ ン ドブ ッ ク』 （2008）を見 る と，こ こ で は外国

人 に必要 な情報 と して 1）入国の 手続 き，2）雇

用の 確保 ・安定，3）起業，4）諸 問題 の 対処， 5）

将来 ・定年 へ の 備え ，
6）シ ビ ル ソサ エ テ ィ発展 へ

の 寄与 とい う項 目が挙 げ られ て い る 。

　こ れ らの 調査結果 の 比較か ら本稿 で は
， 朴 の ア

ン ケー ト結果で 1位 とな っ た 緊急時の 対応，2位

の在 留手続 きな ど法律 関連 ，
3位 の 仕事 に 関する

情報 ，6位 の 日本語教育 に着 目す る こ と と した。

4位は学生 に限 られ る こ と，5位の 生活ガイ ドは

仕事の 情報 ， 日本語教室等 と重複す る項 目が 多

い た め除外 した 。 7位 の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 中

に 問 い 合わせ や 相談に つ い て 含 まれて い た の で ，

目的の 情報 に辿 り着けなか っ た場合 ， メ
ー

ル で

問 い 合 わせ が で き る か
， 相談 窓口 に ア クセ ス で

き る かが 重要 と考 え こ れ ら に つ い て も調 査す る

こ ととした 。 こ れ に つ い て は総務省報告書 の コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 支援の 地域に お け る情報の 多

言語化 の中 に も
「外国人住民の 生活相談 の た め

の 窓口 の 設 置，専門家 の 養成」 とあ る。既 に外

国人登録者数の 多い 群 馬 ， 静岡，愛知，三 重各

県 と名古屋 市は 合同の 相談会 を実施 して お り，

各 Web サ イ トに は そ の 相談会の 実施 に 関 して 言

語，地 域 ， 分野別 に検索で き るよ うに な っ て い

る 。

　また ，多文化共生 と い う概念は ，外国人が 日本

人 と隔離 され た 状 態で 生活 して い くこ とで は な

く， 日本人 と共 に その 地 域で 対等 な関係の も と

生 活す る こ とを 目指 す こ と で あ る こ とか ら， 日

常の 近隣 との つ きあい の ル ール の よ うな情報 も

重要で ある と考 え る 。 CLAIR の 項 目に も
「15．そ

の 他の 日常生活 」 が あ り， 町 内会や 近 隣 との つ

きあ い に つ い て の 情報 も簡単 で は あ る が 示 され

て い る 。
こ の た め 近 隣 と の っ き あ い も ， 重要 な

項 目で あ る と考 えた。

4 ． 4　外国人支援と考え られる項 目と ま とめ

　以上 の 調査 の 結果を行政 Web サ イ トで の 外 国

人 支 援 に っ い て ，総 務 省 報 告 書 ，朴 の 調 査 ，

Web サ イ ト等 に み る評 価項 目な ど に 照 らし合 わ

せ て まとめ る と，（D コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン支援

と して の 言 語的支援，即 ち 4 ． 2 で 述 べ た外国

語の ペ ージ や4 ，2，1で 述 べ た外国人向 けの 日本 語

ペ ージ な ど （2 ）生 活支援 と し て の コ ン テ ン ツ

面の 支援 で は
，

4 ． 3 で 述 べ た 問 い 合 わ せ メ ー

ル ，相談 窓 口 ，緊急時 の 対応 ，在留 手 続 き な ど

の 手続 き類 ， 仕事 に 関 す る情報 ， 日本 語教育 に

関す る情報，町内会 な ど近 隣 と の つ き あ い に つ

い て の 情報 な ど （3 ）Web サ イ トの機 能面か ら

の 支援 と して 4．2．1で 述べ た漢字の ル ビ つ け機能，

4．2．1外 国語ペ ージで の サ イ ト内検索 ， 外 国語 ペ

ージ で の サ イ トマ ッ プ，翻訳 ソ フ トの 三 つ に 大

き く分類で き た
。

　次 に こ れ ら の 抽出 した項 目を用 い て ，2008年6

月時点で の 実際 の 都道府 県Web サ イ トに つ い て

評価 を行 っ て み よう。 こ れ は い うまで もな く，

外国人支援 の 指標の
一

つ にな る もの で ある 。

5，地方 自治体 Web サ イ トの ユ
ー

ザ ビリテ ィ 評価

外国人 に も使 い や すい か ど うか と い う問題 は，
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ユ
ーザ ビ リテ ィ の 問題 と して 考 え られ な けれ ば

な らな い 。
一

般 に Web サ イ トの ユ ーザ ビ リテ ィ

（使 い や す さ〉は ユ ニ バ ー
サ ル デザ イ ン の コ ン セ プ

トを も とに 考 え られ る こ と が 多 い 。 ユ ニ バ ー
サ

ル デ ザ イ ン で 配慮 す べ き項 目は ，社 会 的要 因，

人間固 有要 因 ， 心 身機 能要 因か ら整理 分類 され

て い る （口本 人間工 学会，2003）。こ の 項 目の 中

で は
， 社会 的 要 因 の つ と して ， 文化 ・言語 ：

使 用言語 ，
生 活様 式，国籍 ， 人種 ， 宗 教 を挙 げ

て い る 。 こ れ らは 外国人 に 配 慮す る こ とを明確

に 示 して い る。

地 方 自治 体 の Web サ イ トに 関 し て は ，ユ
ーザ

ビ リテ ィ 調査 と し て 日経 BP コ ン サ ル テ ィ ン グに

よ る 『全国 自治体サ イ ト ・ユ ーザ ビ リテ ィ 調査

2007 ／2008 』 （2007 ）や ，

「地 方 自治体Web サ イ

ト の ユ ーザ ビ リテ ィ 評価 （引越部門）」 （NPO 法

人 人 間 中心 設計 推進機構 ）な どで 実施 され て お

り，評価方 法 も非常 に 多 くの 項 目で 様 々 な評価

が 行わ れ て い る。例 え ば上記 の 日経 BP の 調 査で

は 「 ト ッ プ ペ ージ 」
「双 方 向 性 」

「サ イ ト全体 の

使 い 勝手 」
「
ア ク セ シ ビ リテ ィ 」

「プラ イ バ シ
ー

ポ リシ ー
」 の 5 つ の ポ イ ン トか ら59 の 診断項 目

を 用 い て 評価 を行 っ て い る 。 しか し，在住 外国

人 向 けの ユ ーザ ビ リテ ィ に 特化 した 評価 は 行 わ

れ て い な い
。

　『 全 国 自治 体 サ イ ト ・ユ ーザ ビ リ テ ィ 調 査

2007 ／2008 』 （2007 ）で は，浜松市 の ホ ー ム ペ

ージ が ユ ーザ ビ リテ ィ が も っ とも優 れ た サ イ ト

で あ る と評価 さ れ て い る が 本稿で 取 り上 げた外

国人支援 と い う視点 の 全 て が あ るわ け で は なか

っ た。

本稿で は
，

ユ
ーザ ビ リテ ィ評価 は あ くまで も特

に 在住 す る外 国人 を使用 者 と した 場合 に特化 し，

一般的 な ユ ーザ ビ リテ ィ 評価 の よ うな専 門的か

っ 詳細な項 目は設 けな い こ と とす る 。

5 ， 1　 外国人支援 ユ ーザ ビ リテ ィ 評価の 方法

各都道 府県 の Web サ イ トに つ い て 4 ． 4 で ま

とめ た 外 国人 支 援項 目に つ い て 点 数化 し評価 を

試 み た。 まず，（1）言語的支援 に つ い て は，全

て の 都道府 県 に 英語が あ っ た の で 英語 しか な い

場合 を 1ポイ ン ト，他の 言語が あ る場合 ，英 語

圏以外の 外 国人 を想定 して い る と考 え 2 ポ イ ン

ト， と し，4．2．1で 述 べ た
「
外国人 向け の 日本語

ペ ージ 」 が ある場合 を 1ポイ ン ト， とした。 （2 ）

生 活 支援 と して の コ ン テ ン ツ に 関 して は 4 ． 3

の 結 果か ら ，

「
問 い 合 わせ メ

ー
ル 」

「外 国 人相 談

窓 冂 の 案内」
「緊急時の 対応 」

「在留手続 き関連 」

「仕事 の 情報 」
「
日本語教育案 内」

「近隣 との つ き

あ い 」， （3 ）Web サ イ トの 機 能面 に つ い て は ，

4．2ユ で述べ た
「ル ビ つ け機能 」

「外 国語サ イ ト内

の 検索 」 同 じ く 「サ イ トマ ッ プ」
「翻訳機能 」 が

あれ ば ， それ ぞれ 1ポイ ン ト， 加 算 して評価を行

っ た 。満点 は 14点 となる。

　外国語数 に つ い て ，全 国の 平均 は 3，9言語で あ

っ た 。外 国人 向 け 日本 語 ペ ージ に つ い て は
， 国

際交流協会 な ど の 日本語 ペ ージ に リ ン ク して い

る だ けで ，生 活情報が な い もの は ポ イ ン トに 加

算 しな か っ た 。生 活情報の iP で も，自治体国際

化協会 の 生活 ガ イ ド以 外に リン クが ない もの に

つ い て も，地 域 に特化 し て い な い た め ポ イ ン ト

を加算 して い な い
。 メ

ール に 関 して は
， 直接 都

道府 県の 担 当者 あて に 送 れ る も の も，国 際交 流

協会 な どに送 れ る も の も含 めて 宛先 が あれ ば ポ

イ ン トを加 算 した。

5 ． 2　 外国人支援 ユ ーザ ビリ テ ィ 評価の 結果

　各都道府県 の 外国人支援 ユ
ーザ ビ リテ ィ の 評価

項 目ご との 全 国平均 を表 3 に 示 す。

　外国語数翻訳 ソフ トを導入 して い る の は 1県だ

け に しか なか っ た が ，ル ビ っ け機能 は 約 1割の

Web サ イ トで 見 られ た 。 しか し ，
こ れ は 三 重県

の Web サイ トに ある ウ ェ ブア ク セ シ ビ リ テ ィ 支

援 ソ フ トの 説 明 で も明 らか な よ うに 子 ど も達 の

た め とい う認識 で あ り，外国人 支援 を意 識 して

い るも の か ど うか は不 明 で ある。
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表 3 　提供され て い る 外国人支援

頒 評価項目 （％ ）

言語 日本語ペ ージ 31．9

問い 合わせ メ
ー

ル 48．9

相談窓ロ の案内 426

緊急時の対応 55．3コ 　 ン

テ　ン

ツ

在 留手続き な ど 46．8

仕事の 情報 489

日本語教育 40．4

近隣とのつ きあい 23．4

ル ビつ け機能 10．6

外国語サイ ト内検索 38．3
轆

外国語サイ トマ ッ プ 29．8

翻訳 ソフ ト 2．1

　今回調査 した項 目の 中で 半数以上 の 都道府県で

見 られ た の は緊急時 の 対応 で あ っ た 。他 の 内容

に 関 して ， 詳 細 な情報 は県 の オ リ ジナ ル で は な

く県の 国際交流協会の よ うな団体 の Web サ イ ト

へ の リ ン クで 対応 して い る 県 も多か っ た 。 近 隣

との つ きあ い に 関して は 23．4 ％ に見 られ た。

　次 に 外国人支援 ユ ーザ ビ リテ ィ 評価 の 得点分布

を図 2 に 示 す 。 得点の 平均 は 14点満点で 6．1点で

あ っ た。図 2 を見 る とポ イ ン トの 低 い 県 と高 い

県 の グル
ープが あ る こ とが わ か る。最 も低 い 評

価 の 都道 府県 は 英 語 の ペ ージ が あ るだ け で ， 県

の
一

般情 報 と観 光 情報以 外 の 情 報 は 見 られ ず，

メ
ー

ル ア ドレ ス が ある程度で あ っ た。

　評価の 最 も高か っ た得 点 lI ポイ ン トは 東京都

と岐阜県で
， 東京都 は 外国人登録者数 が 2007 年

に 38 万人 を超え人 口 比率で も3．0 ％ で あ り，岐阜

県 は 2．7％ で あ っ た 。10 ポイ ン トは 茨城 県 と山形

県で あ っ た 。茨城県 は外国人 比率で 1．8％ と平均

を超 えて い るが ， 山形県 は 同 0．6％ で あ っ た。調

査 の 時点で 英語の ペ ージ の 1ポイ ン トとプラ ス 1

ポイ ン ト しか な く得 点 2 ポイ ン トだ っ た の は 北

海 道，千葉 県 ， 富 山県 ， 広 島県，高知 県，香川

県 ， 大 分 県で あ っ た 。全 体 と し て 外国 人登録 者

数 の 人 口 比率の 高 い 都道 府県 で ポイ ン トが 高 い

傾向が み られ た e

都道府県数

　　 
．．

　 10

fi4u

じ

　 12340 ゼ 7391 ．1111 〜 1314

　 　 　 　 　 　 　 　 得 点

図 2　外国人支援ユ
ー

ザ ビ リ テ ィ 評価の 得点分布

6 ．結論及び考察

　本稿 で は外国人支援 とい う視点か ら総務省報告

書 に 基 き，先 行研究な ども参考 に しなが ら ， 各

都道府 県 の Web サ イ トを調査 し，特 に 外国人支

援 に 有効 で あ る と み られ る項 目を抽 出 した
。 そ

の 結果，Web サ イ トの 外国人支援 は 大 き く （1 ）

コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 支 援 と し て の 言語 的支 援

（2 ）生活 攴援 として の コ ン テ ン ツ 面の 支援 （3 ）

Web サ イ トの 機能 面か らの 支援の 三 つ に分類 で

きた 。 こ れ ら の 項 目 を用 い て ユ ーザ ビ リテ ィ 評

価 を行 っ た 結 果， ユ ーザ ビ リテ ィ 評 価 の 低 い
，

す な わ ち ， 英 語の ペ ージが ある もの の
， それ 以

外 の 項 目が ほ とん ど見 られ な い グ ル ープ と，各

項 目で 得 点す る評価 の 高 い グ ル
ープが あ る こ と

が わ か り， 外 国人登録者 数 の 人 口 に 対 す る比 率

の 高い 都道府 県で ユ ーザ ビ リテ ィ評 価が 高 い 傾

向が ある こ とが わか っ た。

　各 都 道 府県 の 日本人 向 け の Web サ イ ト に は

2004 年 6 月 に 発 効 し た ウ ェ ブ コ ン テ ン ツ JIS

〔X8341 −3〕 に よ る障害者 ・高齢者に対 す る情報

伝達 の 保 障を 考慮 して ， 文字サ イズ の 変更 ，音

声読 み 上 げ機 能，背 景色の 変更 な どに 対応 して
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い る Web サ イ トも多 い 。 しか し，同 じ県の Web

サ イ トの 中で あ りな が ら，外国語ペ ー
ジ に は 同

様 の機 能が配備 され て い ない もの も多 い 。また
，

39都道 府県 の Web サ イ ト（2009 ．6現在 ）で 「サ イ

トの 方針 」
「Web ペ ージ の 作成方針 」 な どの 名称

で その 方針が 示 され ， こ の うち 13都府県で は ユ

ニ バ ー
サ ル デザ イ ン に つ い て も触れ て い た が

，

主 に高齢者 ・障害者向 け の 指針が 多 く， 「外国人 」

に 明確に 触 れ て い る都県 は わずか で あ っ た 。 行

政 の 電子化 が 進 む 中，今後外 国人 に 対 す るサ ー

ビ ス も考慮 した Web サ イ トの作成 が 必要で あ ろ

う。

　金子 （2006 ） は電子 自治体 に と っ て 重要 な こ

とは 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の ソ
ーシ ャ ル キャ ピタル Cth2）

を高 め る こ とで あ る ， と述べ て い る 。 さ らに 行政

の 電 子化 は 住 民 の ニ ーズ の 多様化 に 対応 で き ，

電子 自治体の 導入 に よ っ て ，市民 の 間の 電子 的

つ なが りが促 進 され ，ネ ッ ト内外で の 社 会的 ネ

ッ ト ワ ーク活 動が 盛 ん に な る こ とで ，地 域 コ ミ

ュ ニ テ ィ の ソ
ーシ ャ ル ・

キ ャ ピ タ ル が 増 加す る

の で は ない か と示唆 して い る。朴 の 報 告（2007 ）

の 中の 外国人 が 希望 す る コ ン テ ン ツ の 中で 特徴

的なの は 7位 の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン で ， 日本人 と

友達 に な る，掲示板，地 方 自治 体 へ の 質 問等が

挙 げられ て い る 。 これ は ，
ICT に コ ミ ュ ニ ケ

ーシ

ョ ン 機 能 を期待 して い る こ と の
一

端 と解釈 で き

る。実際多 くの 多文化 共生 NPO が ICT を活用 し た

り， 多言語で の SNS な ど も活発化 し て い る こ とか

ら ，
ICT に よ る コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン に よ りネ ッ ト

ワ
ー

ク活動が 盛ん に な る こ とが ，ソ
ー

シ ャ ル キ

ャ ピ タル 形成 の
一

端 を担 うこ とが で き る の で は

な い か と期待で きる 。

本稿で は ，定住 す る外国人 が都 道府県の Web

サ イ トに ア クセ ス す る とい う前提 で 調査 を行 っ

たが ，外国人 の ICT 環境 に つ い て は 3 ． 4 で 述べ

た KDDI 総研 の 調査 （2005）が あ る程度 で あ る。今

後外 国人 の ICT環境 に 関す る調査や使 い 方に 対す

る調査が 必 要で あ る と考 え られ る 。 前述 の 調査

で 外国人の 携帯電 話の 所有率 は 72．1％ とバ ソ コ

ン を上 回 っ て い る こ とか ら，多文化共 生 に 関す

る問題の ソ リ ュ
ーシ ョ ン の ツ

ール としての ICT の

可能性 を考 え る上 で ， 今後 さ らに 携帯 の 利用 が

拡大 す る こ とを予 測 し て 調 査 を進め て い く こ と

も必要で あろ う。

本研究 で 述 べ た行 政 Web サ イ トに 関 して の リ

ン ク を見る と
， 行政 だ け で は な くNPO を含 ん だ

団体が 充分 と は 言 え な い が ネ ッ トワ
ー

ク を組み ，

外国人支援 を行 っ て い る こ とが わか っ た 。 しか

し，こ れ らの ネ ッ トワ ークが どれ ほ ど活 用 さ れ

て い るか ，実 際 に ソ
ーシ ャ ル ・

キ ャ ピ タ ル の 醸

成 に 役立 っ て い る の か に 関 し て は今後 の 検証 が

必要で ある。

　　　　　　　　　　 注 ）

（1）外国籍 に は 当た らな い が 日本語母語話者 （日系人 ・

　中国 帰 国 者 な ど）も含 む。

（2）ソ
ー

シ ャ ル キ ャ ピ タル ： 社会関係資本。ソ
ー

シ ャ ル

　キ ャ ピ タ ル に は 様 々 な定 義 が あ る が
一一

般 に は

　 R．Putnam の 定義 に よ る
「
人 々 の 協調行動 を活発 に す

　る こ と に よ っ て 社会 の 効率性を 改善で き る，信 頼，

　規範，ネ ッ トワ
ー

クな どとい っ た 社 会組織 の 特徴 」

　が 広 く知 られ て い る （内閣府2003）。
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